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雨水貯留タンクの例

家庭用タンクの事例（120L）家庭用タンクの事例（120L）

美保南小学校（鳥取市宮長）美保南小学校（鳥取市宮長）
田んぼダム田んぼダム
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みんなでやるぞう！流域治水みんなでやるぞう！流域治水

子ども達が遊べ、鳥取駅前の魅力に
なる山白川の未来を描こう！
子ども達が遊べ、鳥取駅前の魅力に
なる山白川の未来を描こう！

流域治水とは、これまでのように川の堤防を強くしたりダムを造ったりするだけでなく、
田んぼや校庭、家ごとの貯水タンクなどを活用して「あふれた水を一時的にためる場所」
をまちの中に増やし、みんなで被害を減らそうとする考え方です。

ポイント！   流域治水はあらゆる関係者が「自分事」として、取り組むことが重要です。　　　　

鳥取大学工学部環境計画研究室

降雨流域全体（河川区域、集水域、氾濫域）で対策を総動員し、
①豪雨時に雨水を貯留すること等により、避難する時間を少しでも稼ぐ。
②取組全体を通して、防災意識を向上させ、住民の確実な避難行動に結びつける。

◆対　　象：山白川の水辺に関心のある方
　　　　　　（連続参加できる方、20～ 30人程度）
◆開催期間：令和８年８月～令和９年３月に３～４回開催
　　　　　　（平日夜もしくは休日に開催）
◆開催場所：鳥取市役所、鳥取市民交流センターなど
◆申込期限：令和 8年８月 10日（月）まで
◆申し込み：https://forms.gle/nhKXgHoaq855hLHPA
◆問合せ先：鳥取大学工学部社会システム
土木系学科環境計画研究室（担当：宮本、道前）
☎0857-31-5318
Email：miyamoto@tottori-u.ac.jp

河川整備・監視体制強化、防災学習、避難訓練、雨水貯留タンク、田んぼダム、校庭貯留など

鳥取駅南に流れる山白川をご存じですか。駅前にありながら、子ど
も達の川遊びや市民の憩いの場となる可能性を秘めた水辺です。
鳥取駅では 50年に１度の駅周辺再整備事業も予定されており、こ
の山白川を「子ども達が川遊びができ、駅前の魅力ある憩いの場」
にすることを探っていきたいと思います。そこで、鳥取大学工学部
環境計画研究室では、市民参加型のワークショップ「山白川かわみ
ち懇談会」を開催します。
わたしたちの今までの調査では、山白川には多様な魚類が生息し、
子どもの魚とりの場として可能性があることが分かっています。ま
た、水辺の傍にテーブル、イスを置いたり、ヨガ教室の開催、キッ
チンカーの出店などを提供すると、市民の利用が活発になり、若者
が交流を育む場となることも分かっています。
子どもの川遊びが日常化し、駅前の魅力ある憩いの水辺とするには
どうしたらよいのか、山白川の未来像を市民の皆さんと描いていく
ワークショップを連続的に開催します。関心がある方はぜひご参加
ください。どなたでも参加できますので、右のURL かQRコード
から参加申し込みをお願いします。 申し込みはこちら

◀流域治水の目的▶

◀取組事例▶
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殿ダムの役割や効果を説明します。殿ダムの役割や効果を説明します。

殿ダムの役割・効果の説明殿ダムの役割・効果の説明 ダム内部探検（監査廊）ダム内部探検（監査廊）

・年中気温15度程度で涼しいです。
・急勾配の階段なので、滑りにくい靴を着用。
・年中気温15度程度で涼しいです。
・急勾配の階段なので、滑りにくい靴を着用。

地域の力で蘇る 雛橋地域の力で蘇る 雛橋
60人の手で美しい赤色に 国府東小学校の児童が袋川で体験

現場見学会状況（鳥取大学3年生）

塗装が剥がれて色褪せていた用瀬町の「雛橋（ひいなばし）」を、地域
住民の手で塗り替えるイベントが、令和 8年 3月 14日に開催され
ました。
当日は、小・中学生 24人を含む約 60人が参加。募集開始からわず
か 2日で定員に達するなど、多くの関心が寄せられ、地域に愛され
る橋であることを改めて実感する機会となりました。
当日はあいにくの雨模様でしたが、一人ひとりが丁寧に欄干を塗り
重ね、橋は見違えるような鮮やかな赤色へと生まれ変わりました。
今回の取り組みを通じて、地域のつながりと郷土への愛着がさらに
深まることが期待されます。（鳥取短期大学非常勤講師 八百谷和子）

「雨滝 滝開き祭」
を開催しました！
「雨滝 滝開き祭」
を開催しました！
令和５年に台風被害を受け閉鎖してい
た雨滝の復旧工事が完了し、令和８年
７月４日に３年ぶりに「滝開き祭」が
開催されました。
復旧工事により、新たに親水広場を設
置したり、新たな安全対策を講じたり
し、従来の美しい景色を取り戻すとと
もにより自然を安全に体験できるエリアに生まれ変わりました。古く
から修行や信仰の場とされ「日本の滝百選」にも選ばれたパワースポッ
トで、マイナスイオンを堪能しませんか。

鳥取市国府町の袋川河川敷で、
令和 8年 6月 17 日、国府東小
学校の児童によるヤマメの稚魚
放流が行われました。
当日は、1・2年生の児童 14人
が参加。約 700匹のヤマメの稚
魚を川辺にしゃがみ込みながら
「大きく育ってね」と声をかけ、
一匹一匹丁寧に放流しました。
本事業は「ヤマメふれあい放流事業」として実施されており、長年に
わたり継続されている地域の取り組みです。児童が清流に触れ、生き
物とかかわる体験を通じて、川や自然環境への関心を高めるとともに、
命を大切にする心を育むことを目的としています。
参加した児童からは、「元気に大きくなってほしい」「放流できてうれ
しかった」といった声が聞かれ、自然とのふれあいの中で貴重な学び
の機会となりました。本市では、今後もこのような体験活動を通じて、
次代を担う子どもたちの環境意識の醸成に努めてまいります。

殿ダムの現場見学会を受付けています殿ダムの現場見学会を受付けています
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殿ダムでは、現場見学会（４名以上）を受付けています。
原則、平日 9時～ 16時で、ダムの概要説明・堤体内の案内で、
約１時間です。事前にご連絡をお願いします。
【受付窓口】殿ダム管理支所
　　　　　TEL：0857-58-0581
　　　　　E-mail : tonodam200m@cgr.mlit.go.jp

〒680-0803 鳥取市田園町4丁目400番地 千代川流域圏会議事務局
国土交通省中国地方整備局 鳥取河川国道事務所 占用調整課  TEL0857-22-8435／FAX0857-29-1859

（発行・編集）

今までの千代川newsは、ホームページでご覧いただけます。 https://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/river/conference/

鳥取県が提供する無料の総合防災アプリです。
とりネット「鳥取県の危機管理ポータルサイト」や「あんしん
トリピーメール」、「避難所・避
難場所」、「河川・道路ライブカ
メラ」の情報等、鳥取県内の危
機管理情報をこのアプリで確認
できます。

▲App Store ▲Google Play

鳥取県防災アプリ

千代川ニュースWeb版では、
各記事の詳細を掲載しています。 こちら

よりよい広報紙づくりにご協力ください。
　　　　　　  読者アンケートのお願い

ダウンロードしてね

千代川は6月10日に出水期となりました。急な雨や川の増水に気
をつけながら、千代川流域で行われるイベントを楽しみましょう。

次号の千代川ニュースは、
12月号（11月下旬）発行の予定です。

日　時：令和 8年 8月 29日㈯
　　　　10時～15時
場　所：八東川水辺プラザ河川公園
　　　  （鳥取県八頭郡八頭町久能寺）
問合せ：千代川流域圏会議事務局 国土交通省
　　　　鳥取河川国道事務所 占用調整課
　　　　☎0857-29-1865

あんしんトリピーなびあんしんトリピーなび

ヤマメの稚魚放流で自然学習ヤマメの稚魚放流で自然学習

お知らせ

千代川フェスティバル2026

とのまるくん


